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第２章 明野ケ丘公園を取り巻く状況 

１ 幕別小学校児童からの要望 

平成 30 年 11 月 21 日幕別小学校３年生の児童 24 名が「まくべつ町の公園のみらい」と題し

た要望書が提出された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■要望内容について（学級委員長１名、副委員長２名で説明） 

遠足で明野ケ丘公園に行ったところ、遊具が少ないと感じた。遊具を増やしてほしい、こん

な公園にしてほしいという思いから、全校の子ども達にアンケートを実施し取りまとめたので

今後の公園づくりの参考にしてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どうして公園がほしいのか 

○公園が少ないから 

○遊び場が少ないから 

○遊具が壊れているから 

○遠足の行く場所が少ないから 

楽しかった公園 

1位 どんぐり公園 

2位 ナウマン公園 

3位 明野ケ丘公園 

増やしてほしい遊具 

令和元年 新緑公園と南町公園に鉄棒を設置 まちの対応 

1位 ターザンロープ 

2位 ザイルクライミング 

3位 鉄棒 

令和 2年 明野ケ丘公園再整備基本計画策定にあたり平成 30年の要望当

時の児童数人に子供ワークショップへ参加してもらい活発な意見交換をお

こなった。 

まちの対応 

明野ケ丘公園の再整備事業では、遊具など含め地域の子どもたちの意見を

聴く場を設け、事業に反映していきます。 
まちの対応 
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２ 人口 

（１）人口の推移 

「幕別町人口ビジョン（令和 2年 3月改定）」によると、住民基本台帳人口における総人口

の推移をみると、2009（平成 21）年度から 2013年（平成 5）年度にかけて年々上昇傾向

にあったが、2014（平成 26）年度以降は減少傾向が続いている。 

 

 

（２）高齢化率 

一方、老年人口（65 歳以上）は増加傾向にあり、2016（平成 28）年度には高齢化率が

30％を超えている。 

  図 2-2 住民基本台帳における年齢３区分別人口の推移（各年度末時点） 
（出典：幕別町人口ビジョン（各年度末時点） 

図 2-1 幕別町の総人口の推移 
（出典：幕別町人口ビジョン（各年度末時点） 
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令和９（2027）年 目標人

口 25,662 人 

（３）人口推計 

将来の総人口の推計結果をみると、2045（令和 27）年には、総人口が約 2割減少し、2060

（令和 42）年には 20,000人を下回る見込みとなっている。 

 

 

（４）年齢 3区分 

年齢３区分別人口をみると、年少人口及び生産年齢人口とも減少傾向が続き、生産年齢人口

は 2060（令和 42）年までに約 5,500人減少する見込みとなる一方で、老年人口は 2025

（令和 7）年まで増加し続け、高齢化率は 2045（令和 27）年に 34.1％まで達する見込み

となっている。 

 

  

図 2-3 将来の幕別町総人口の長期的見通し 
（出典：幕別町人口ビジョン） 

 

図 2-4 年齢３区分の長期的見通し 
（出典：幕別町人口ビジョン） 
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３ 交通 

（１）コミュバス 

幕別町では、平成 25年 10月 1日から幕別市街と札内市街において、高齢者の足の確保と

してコミュニティバスを運行しており、令和２年度には年間およそ一万人が利用している。 

しかしながら、現状では明野ケ丘公園に行くバス路線がない。 

 

 

表 3-1 コミュニティバスの運行状況  
（出典：令和３年度 第１回幕別町地域公共交通確保対策協議会議案 資料） 
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（２）予約型乗合タクシー 

予約型乗合タクシーとは、一般的なタクシーとは違い予約があった場合、決まった時間に運

行し、複数の利用者の「乗合」を前提としたタクシーである。現在、町内では駒畠線と古舞線

が運行されている。 

 

 

 

  

駒畠線 古舞線 

図 2-5 駒畠線と古舞線の路線図  
（出典：幕別町 HP掲載の予約型乗合タクシーチラシより） 
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４ 周辺施設と公園緑地 

（１）幕別町農業協同組合（JA 幕別町） 

JA 幕別町は、昭和 23年 4月に設立し、正組合員 414名（個人 395・法人 19）、戸数

259、准組合員 587名（個人 526・団体 61）で構成され、小麦や豆類などの畑作品目のほ

か、じゃがいも、長芋、大根、人参、ゴボウ、たまねぎ、レタス、キャベツ、白菜、アスパラ、

ニラなど、多くの野菜と、生乳(牛乳の原料)の生産、和牛の育成・肥育など多品目にわたり生

産している。 

特に力を入れているのがジャガイモの「インカのめざめ」で、まだ名前も付いてなかった頃

から作付けし、現在では国内有数の産地となっている。また、毛が無いことが特徴の長芋「和

稔じょ（わねんじょ）」は、ＪＡ幕別町が品種登録した唯一無二の作物で当農協だけで生産さ

れている。当該計画地の西側に隣接して農協農産部と農協購買部がある。 

 

（２）ニッタクス十勝工場 

ニッタクスは大正 8年、日本で初めての“合板”工場をスタート。樹木を薄く挽いて重ね合

わせて作る、自然に優しい合板作りに取り組んできた。 

昭和 27年には水に強く美しい“コムプライト®”の製造を開始。今では国内シェア 7割を

誇る主力製品となり、建設資材から、箸や椅子などの身近なものにまで幅広く使われている。 

 

（３）幕別町子育て支援センター 

育児に関する相談や保護者同士の交流の場を提供するなどの子育て支援事業を行っており、

利用状況は、幕別子育て支援センターでは減少傾向となっている。 

 

 

 

（４）図書館 

幕別町内には、幕別町図書館本館・札内分館・忠類分館の３館があり、当該計画地に近い図

書館本館は、公益財団法人高橋松之助記念顕彰財団から「カメレオンコード」を活用した図書

館総合システムの導入が評価され、「文字・活字文化推進大賞」を受賞している。 
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図 2-6 幕別町子育て支援センターの年間利用者数の推移 

（出典：第２期幕別町子ども・子育て支援事業計画） 
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（５）公園緑地について 

令和３年３月現在において供用されている都市公園（※）は、街区公園、近隣公園、地区公

園、総合公園、運動公園及び都市緑地等が整備されている。種別毎の箇所数、合計面積の一覧

は以下のようになっている。 

 

 

 

※都市公園：都市公園法第 2条による公園又は緑地で、国営公園や都市計画施

設である公園又は緑地及び、地方公共団体が都市計画区域内にて設置する公

園又は緑地をいう。 

  

図 2-8 公園種別毎の箇所数、合計面積 
（出典：幕別町緑の基本計画） 

 


